
 

 

平成３０年１２月定例会 一般質問通告要旨 

 

順番 ２ 

質 問 議 員 名 小柳 肇 

質 問 項 目 質    問    要    旨 要求答弁者 

１ 二階堂市政３ 

期目の政策と懸

念、その実現に向

けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年11月、激戦を制して二階堂市長が再選され、３期目の初議会を

迎えた。激しい選挙戦の最中、４年間の公約として「市民との約束」

が大幅に増えていったが、投票した多くの市民は、その公約実現に向

けて大いに期待していることだろう。今回は、来年度予算編成に向け

ての新たな約束についての「ロードマップ」を示してもらうべく質問

を行う。 

 

（１） 財政状況について 

 

① 現在、新発田市の借金は、一般会計、特別会計を全て合算

すれば1000億円の大台に乗っている。もちろん、交付税措置

や使用料収入などの今後の歳入を見込めば、実質的な借金は

170億円余で、ほぼ年度の自主財源と同じ規模であり、危機

的であるとは考えていない。しかし、国の財政状況は緊迫し

ており、様々な市独自財源による財政出動が増大傾向を示す

中、市長の約束した政策の実現をどのような財源で手当を考

えているのか見込みを説明して欲しい。 

 

② １期目の公約「まちづくり実行プランVer.１～２」では、

「成長戦略で仕事をつくり、事業仕分けでムダをなくし、収

入を増やして、お金は福祉にまわします！」であり、その歳

入面での柱は「職員総人件費の10％削減」であった。今後の

行政改革の取り組み姿勢を聞かせて欲しい。 

 

③ また、来年度予算編成にあたり、財政調整基金及び庁舎建

設基金にどの程度手をつけるのか、市長の腹案を示して欲し

い。 

 

（２） 選挙戦の最大かつメインの約束であった「小中学校の教室エ

アコン設置」であるが、国は予算執行の優先順位について明確

な指針は示していない。そのような中で、文科省の課長との陳

情の際「新発田は一番先に来たからね」と言う対応のみをもっ

て、国からの予算措置が「ほぼ確実」のような発言を行ってい

たが、万一、国の予算措置が全ての施設を賄うだけの規模が無

かった場合は、基金取り崩しの拡大などの覚悟もあるのかその

本気度を確認したい。 
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（３） 選挙戦後半から目に付くようになった「幼稚園・保育園の無

償化」政策であるが、そもそも国は「来年度の消費増税」とセ

ットでの導入を表明している。相当数の市民は、「二階堂の公

約」として認識していた。よって、国が来年10月から導入とし

ても、市は当然年度初めの4月からと認識するであろう。現在、

無償化を巡っては、国と地方は負担比率を巡って対立している

が、市長はいつから導入を行い、どの程度の財政負担を見込ん

でいるのか、想定をお聞かせ願いたい。 

 

（４） まちづくり実行プランVer.3に記載された主な政策公約につ

いて、市長の考えをお伺いする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


